
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市立新堀小学校 学校だより 

令和６年度 第８号 令和６年１０月３１日

（文責：鈴木久美子） 

創立明治７年    家庭・地域とともに１５０年  そして未来へ 

建学の精神 （最善を求めて止まず） 

 令和６年度も後期に入りました。前期が終わるころ、９月２７日に「なかよしハイキング」が行われ

ました。春から一緒に活動してきた１年生から６年生までの縦割り班のメンバーでまとまって歩い

て飯森山公園まで行き、お弁当を食べ、グラウンドやアスレチック、体育館で思いっきり遊ぶとい

う毎年恒例の児童会行事です。 

けれども、７㎞歩くというのはなかなか大変です。「ごんぎつね」に出てくる彼岸花を見つけた

り、両羽橋から最上川を見たりして楽しく歩いていても、終盤には疲れもピークになっていまし

た。１年生が「なんで歩かなきゃいけないの？」と思わずつぶやいた時のことです。６年生の班長

が優しく諭すように、「そんなこと言わないの。こうやってみんなでおしゃべりしながら歩くと仲良

くなるでしょ。自然にもふれあえるし。」と言ったのです。１年生も納得したのかそれ以上言いませ

んでした。背中で聞いていた私はそのやりとりに感動して、そのまま黙って歩き続けました。ちゃ

んとわかっているのです。１年生にとって長い距離を歩くことがどんなに大変か。その上で教えて

いる中身は、まさにこの行事の目的。他の班長も低学年にペースを合わせたり、「大丈夫？」と声

をかけたり、おしゃべりをして和ませたりしていました。実に優しく頼もしい姿でした。そんな姿に

憧れる下級生。後日行われた振り返りの会でも、みんなのよさがたくさん発表されていました。心

地よい達成感、温かな絆を感じたなかよしハイキング。前期の縦割り活動の集大成となりました。 

夜間、休日の緊急連絡は、保護者用ポータルサイトの「緊急連絡」で連絡をお願い

しております。校長・教頭だけにつながり、折り返し連絡をさせていただきます。 

以前と違って、教職員の自宅の電話や携帯電話は公表しておりません。職員の個

人情報保護及び働き方改革にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

・途中の休憩場所で、新渡の皆様、四中の

皆様に大変お世話になりました。どうもあ

りがとうございました。  

・ご家庭でのお弁当の用意もありがとうご

ざいました。とてもうれしそうに食べてい

ました。 

 



 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

          

 

 

 

 

１ 金 学習発表会準備 

2 土 
創立 150 周年記念学習発表会、止善パークに

いぼり祭 

3 日 文化の日 

4 月 振替休日 

5 火 歯磨きがんばりウィーク（～8日） 

6 水 EEタイム 

7 木 ５年脱穀作業 

8 金 スクールコンサート 10：30～11：40 

9 土  

10 日  

11 月 
読書まつり（～12／6）、５年校外学習（酒田市

美術館）、６年校外学習（土門拳記念館） 

12 火 花壇作業秋②１・２年生 

13 水 
ももたろうの会、歯科検診、ブラッシング指導

（3校時）１・２・６年生 

14 木 委員会③ 

15 金 4・5年モックカー 

16 土  

17 日  

18 月  

19 火 ３年凧作り 

20 水 
なかよし班読み聞かせ（６年最終）、授業づくり

研究会③ 

21 木 ２年校外学習（ミライニ） 

22 金 ６年障がい者交流体験 

23 土 勤労感謝の日 

24 日  

25 月 防災アドバイザー来校 

26 火 ３年凧揚げ 

27 水 
図書委員会読み聞かせ、四中入学説明会、EEタ

イム、新堀保育園訪問（6年） 

28 木 委員会④ 

29 金 
交通安全の日、５年収穫感謝の会、６年薬物乱

用防止教室 

30 土  

☆１０月１５日の給食は「雪若丸」ご飯でした。新堀地

区農業振興協議会様からいただきました。どうもあ

りがとうございます。 

 １０月１９日に行われた山形県 PTA 研修会    

に南間 PTA 会長さんと参加してきました。記念講

演は、「子どもに生きる力をつけるためにできるこ

と～子育ての大切な２つの目標とは～」という演題

で、横浜創英中学・高等学校前校長先生の工藤勇一

氏よりご講話がありました。その中で「子育てとは、

いかに手を放すかだ。放任ではなくて。」というお話

が印象的でした。学校教育も家庭教育も、「良かれと

思ってやっていることが子どもの主体性を奪うこと

になっていないか」、考えていかなければいけない

と思いました。目の前の子どもの姿を見つつ、生き

る力をつけるために、教えるべきことと見守ること

のバランスをとっていきたいものです。      

2 年生の「おもちゃランド」に 1 年生が大喜び 

5，6年 学校田の稲刈り 


